
川場村役場の建て替え

Reserch no.1 庁舎建築の建築的変遷の分析Reserch Target 小規模庁舎建築を対象とする

「一公二民期」…バラエティに富んでいる

　　

「国費支弁期」…バルコニーまたはベランダを有す
　　　　　　　  E 字形平面

都道府県庁舎建築の変遷

1871 年廃藩置県

０

広義では、卑弥呼の宮殿 /奈良朝・平安朝の都における皇居 /地方における国府 /鎌倉室
町時代の幕府 /安土桃山時代や江戸時代の代官所や城 /寺社などによって戸籍や住民票の
管理が行われていた。
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多岐にわたり不確定だから、日本が封建制を脱して近代国家を整え、府県による地方行政が開始された明治時代以降の官庁建築を庁舎として扱う。

県庁発足当時は旧藩の施設を転用するのが一般的
代官所、奉行所、邸宅等

始まりがいつの時代であるかは
特定できない…

１

明治時代 1868-1912

廃藩置県によって府県が国家統治機構の動脈とされ、
県庁舎 /郡役場 /市役所などの整備が本格化

旧城を県庁舎として使っていた多くの庁舎が移庁

すでに地方庁舎の建設費を政府が助成することが布達されている。

「一公二民」制度←都道府県庁舎の建設費に関して国と府県都の負担区分が求められる

中央官制の創出

洋風庁舎が１６庁舎建設された

煉瓦造りの県庁舎　出現

欧州様式を脱して、風土を意識した庁舎　出現

日露戦争（ー３８年）

総地下造の庁舎　出現

郡区町村編制法、府県会規制　発布
　　　　　　郡役所や県会議事堂の建設が盛んになる

諸官庁の建築工事は工部省営繕局の所管となり内外の技術者が多く所属

「府県庁舎一切新営費標準例」施行

「国費支弁」施行←全額国からの出費

「地方税支弁」施行←全額、該当府県からの出費

建築家（体系的な建築教育を受けた建築家）が参画

「地方官官制」
　　　　　　行政事務の拡大、細分化

「県庁建坪規制」　作成
地方行政の転換に適応すべく、地方庁舎営繕に対する統制の強化を図る

影響

1874 年　大阪府庁舎

1870 年　久美浜県庁舎

1870 年　久美浜県庁舎

庁舎規模の平準化（政府による庁舎様態の直接的規定）

1890 年　静岡県庁舎

1896 年　奈良県庁舎

1872 年　栃木県庁舎

1877 年　和歌山県庁舎

1892 年　埼玉県庁舎

象徴性意匠計画 平面構成

国費支弁と引き換えに面積・工費共に節約を迫る状況のなかで、府県庁舎はコンパクトな庁舎を目指す
←工部省また御雇外国人による庁舎が効率的平面、意匠までも模範的存在に移り形態を踏襲した

狭小な庁舎を生み出すために、
⒈執務スペースの圧縮…「県庁」と名付けられた執務スペースの面積は 37.5 坪（約 124 ㎡）
　　　　　　　　　　　  当時の職員の数から１坪（約 3.3 ㎡）あたり１名強という高密度

⒉応接スペースの圧縮…２つの応接室だけで、近世期の多様な接客空間を備えていた庁舎とは決定的に違う　

◎全体の輪郭が単純な長方形で、諸室は出隅・入隅を作らないように並べられている。
◎中廊下の使用、玄関位置は独特なものであって、近代的庁舎建築の延長線上でもなく、和風建築の一般的
な手法からもずれている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
コンパクトさの追求によって、特異な平面構成を生む

地方行政のあり方の違いがもたらした地方官の地位低下は近年的な「人格的支配」→「機構支配」へ
という地方行政像の変容の結果

近世において重視されてきた地方官の応接行為は、執務のうちで副次的な意味しか持たなくなり、
応接スペースの削減と、その空間的演出（座敷飾りなど）の排除が中央政府から要請されることになった。

財政難のため規模の平準化と縮小を基準平面図を具体的に提示した

擬洋風庁舎の典型だが、国費支弁期の特殊な時期の特殊な形態

・百数坪の面積の広さを有し、規模の上では藩庁舎をモデルと
していた
・平面計画は、代官陣屋の延長線上にありつつも、執務スペー
スの拡大・独立など、地方行政の近代化を反映した変化がうか
がえる
・「県庁」に応接室や待合スペース等が存在しない点から住人と
職員との接触はあまり考慮されていなかった

私的空間

公的空間

敷地：7000 坪
構成要素：官宅と庁舎

基幹面積：400-500 坪

平面構成

多くの庁舎が藩の施設を代用、転用していたため
木造純日本式

意匠計画

⒊「官宅」の扱い…明治３年から官宅と庁舎は個別の存在と見なされるようになった
　「規則」による平面図においても官宅と庁舎の連続性は見られず、実際の建設においても別個のものとし
　て扱われていた。しかも、個別の扱いの官宅も県令では 36 坪と設定されており、従来に比べれば極端に
　狭く、地方官の地位低下を示す。

国（中央政府）との関係はないまま、県だけの裁量で庁舎建設が進められていた

政府が目指す、「器としての庁舎」

1975 年までこれに乗っ取り設計していた。地方行政の進展と膨張によって変質が起こったため、求められなくなった。

代官所との相違
①陣屋：執務と応接の一体化＋住居部分の連結
　県庁舎：住居・応接どちらからとも分離された別棟
②執務スペースの拡大
　陣屋＜県庁舎（３倍）

〈のちの府県庁舎との大きな違い〉
①知事官邸（官宅）の広大さ
②接客空間の大きさと格付け式
③官宅と接客空間の強い連続性

” 規則” の基準平面図には執務室は間仕切り無しの一室で描かれている。
しかし、明治 20 年代までは地方行政は人材と裁量に依存していた点から、独立した室が現れた。

延べ床面積：800-1000 坪（増大化）

少数派の擬洋風庁舎が主流になる。
権威の象徴であり、西欧至上主義的な当時の時代を反映

「内務省式」…政府規格で全国統一ではなかったが、一
　　　　　　  種の推奨パターン ・左右対称形の E字形平面

・当時の府県庁舎の２倍以上の規模

↓
内務省式の影響

1873 年　地方庁舎で明治天皇の写真が掲げられた（奈良県庁舎が最初）
　　11 月 制度的に各府県庁で掲げる
　　　　　→このために一室を設けたり（長野）, 執務室内に壇を構える（島根）などの演出が必要になった

1871 年末から椅子の使用が開始され、1872 年半ばには全国に普及していった。
これは様々な建築備品へも洋風化を促した。

1.幹部職員の専用執務スペースの出現

2.御真影の配布

3.床座→椅子座

〈意匠水準〉
洋風意匠

な立面で、軒・窓の繰形や隅石装飾などに洋風要素が
ある。
←最初期の擬洋風建築
・飾磨県による塔・バルコニーなどの出現
←この後の擬洋風庁舎の先駆となった

和風建築

を構えた手法が一般的

〈洋風意匠の採用理由〉
「政体の変革と文明開化との象徴としての役割を強調」
や「洋風建築の堅牢さ」を創出させるため

和風が主流と言われてきたが、洋風・擬洋風の意
匠も多数存在している。

工費のみの規則になった

要因

明治10年代の庁舎傾向

内務省式

形状に大きな変化はないが、「県令」などの幹部職員が執務する室「上局」の位置が正面中央に来る
↑行政の中心と意匠の中心の一致

3. 執務スペースの配置

「規則」…全課が一室に集まる
↓
細かく間仕切りし、一般住民との接触が多い部局ほど玄関近くに配置

2. 室配置

強い関係性が存在

「規則」期…近世的庁舎平面、矩型の棟を併列するパターン
↓
一棟（E字形または長方形）で完結または正面に比較的小規模の棟を置き後方からコの字形の棟で囲む

1. 平面構成の変化

単調平板←この時期の日本人建築家の設計水準の現れ

模索期明治20年前半の庁舎傾向

平面形状…様々な形態（横長長方形、H字形、ロの字形）
　　　　　拡大に適応するように設計者が模索していた
室配置…「地方官官制」→部長・収税長などの幹部職員の執務室独立
2. レンガ造の導入

1. 平面形状の多様化と室配置の変化

1・2階とも前面にベランダを巡らす形式

1876 年　内務省寮局庁舎
ベランダ

中央に前から背面に抜ける廊下

石・レンガ混用造の初めての３階建て庁舎

鉄筋コンクリート造庁舎　出現

９月１日の関東大震災
→レンガ造／石造からRC造／ SRC造に完全に変わる

SRC造高層庁舎　出現　

大正　２年

　　１０年

　　

　　１２年

　　１５年

　

大正時代 1912-1926

1914 年　神奈川県庁舎

1924 年　大阪市庁舎

1929 年　大阪府庁舎

１ ２ ３ ４

thema

　今日の事務的な機能性を追求した所

謂ハコモノ行政建築が庁舎建築の変遷

の中でどのような位置付けにあり、な

ぜ全国的に反映していったのかを庁舎

建築の変遷の中で明確にする。また、

これからの庁舎建築がどうあるべきか

分析を行なう。

　戦後の建設ラッシュから４０年経ち、

多くの庁舎建築が建て替えや大規模改

修を迫られている今、公共性や地域性

だけでなく、社会の変化や現代の社会

問題に対してこれからの地方庁舎は建

築・空間・組織としてどうあるべきか再

考することが目的。

地方地域における庁舎像の再考

back ground

　私が生まれ育った田舎の風景が残る川場村。

老朽化により令和４年着工を目標に、村役場の建て替えが行われることが

決定した。

　今日の多くの都道府県や都市部の庁舎建築は建築家により、市民に開か

れた明るい庁舎へと改変されてきている。一方で地方地域の庁舎建築は均

質化・画一化された旧態依然のまま使われ続けている。行政自体のあり方

が変化してきている中、これからの地方地域における庁舎像とは何かを模

索する必要があると考えた。

　庁舎建築のうち、都道府県庁舎・区庁舎・市庁舎を大規模庁舎建築、町

役場・村役場を小規模庁舎建築と定義する。このうち、本研究では、最終

提案である川場村役場と同規模である小規模庁舎建築を分析対象とする。

都道府県庁舎

/区・市庁舎　

営林　貨物　消防　

町・村庁舎
人口：15,000 人以下
（全国の都道府県の町に対する人口の下限人口数）

人口：3,500 人

大規模庁舎建築

特殊庁舎建築
窓口業務が付属する庁舎建築

（役所）

小規模庁舎建築

庁舎建築

川場村役場 年代と建て替えフェーズ

行政の変化と庁舎建築の流れ

意匠的変化

平面構成の変化

１

２

３

４

４つの軸

分析の時代分け

明治期以前

明治期
（1868-1912）

大正期～昭和初期
　（1912-1937）

戦後～2000年
（1945～2000）

久美浜代官所

兵庫県庁舎

福島県庁舎

埼玉県庁舎

　変遷を一つの年表としてまとめる。

年代、行政の変化 /庁舎建築の流れ、

意匠的変化、平面構成の変化の4つ軸

によって全体として現代までのどのよ

うに変化してきたのかをまとめること

で、庁舎建築の変遷の特徴、傾向を分

析し、これからの庁舎建築を考察する。



庁舎が機能的な事務が行える実質的で純化
された機能を持つ建築として扱われていた。

公共性 多義性

小規模庁舎建築の事例分析

共同体意識を表出させる要素の傾向

共同体意識を表出させる要素

執務構成の傾向

執務構成

意匠計画の傾向

　雑誌「新建築」に掲載されている2000年から現在における庁舎建築から小規模庁舎建築の定義内に含ま

れる庁舎建築を対象とする。

Reserch no.2

Result

近年の新たな平面構成、回遊型は執務空

間を回遊することで積極的な市民活動を

促している。分散型は市民の動線を減ら

すような動線計画を行い、開放な空間を

作り出している。

回遊型・分散型

広場

架構

単一の大空間

大架構

屋内広場

執務空間

庁舎



Reserch no.3 Configuration plan

Diagram

提案対象の群馬県川場村役場の分析

変わるもの 変わらないもの公共空間の変動 公使室

第１期 第２期 第３期

・総務課

・住民課

・健康福祉課

・むらづくり振興課

・田園整備課

回遊型平面 執務空間を窪ませる 公共機能を集約化 小さな中心で繋ぐ雁行型平面

Proposal 「雁行型」の執務構成を活かした川場村役場

役場の課と町での様々な事象

は強く結びついていて、課と

町で起こっていることを繋げ

ることで小さな自治体の力を

強める。

執務空間に接するように公共

機能を接合させる。

公共機能の集約化

課と公共機能の結びつき

基本的な庁舎機能

村の大広間（文化会館／避難所）
図書館
教育委員会
食堂
防災支援拠点施設
交番
展望台
村の案内所
バス停
保健所
ビオトープ
郵便分局

日中

役場の郵便物を
村内に配る

役場内の
お茶出し／清掃

夫 妻

夜間

村長の役割
夫婦

公共性
公共性

機能性 機能性

１ ２ ３

　建設当初には2階部分の大半が公共空間を有し

ていた。しかし、機能の肥大化、狭隘化によっ

てそれぞれの機能は単体の施設として役場の周

辺に分散して建設されていった。平成12年の第2

期においては公共空間が行政業務の機能（会議室

等）に変更されている。現在の役場においては

完全に公共空間が失われている。

　「公使室」とは、公使と呼ばれる役職を持ったある夫

婦が役場の中で住んでいる部屋である。「宿直室」とは

異なり、実施に夫婦が住んでいる空間である。公使の彼

らは、役場の職員をサポートする立場である。彼らは表

に出る存在ではないので、彼らの存在を知っている村民

は少ない。

　竣工年：昭和48年10月31日

　構造：鉄筋コンクリート造

　階数：地下1階（1部）、地上2階

　敷地面積：1,800㎡

　機能：1階（役場庁舎）

　　　　…事務室・会議室・村長応接室・

　　　　　議場・住民相談室・ふるさとサ

　　　　　ロン・公使室等

　　　　2階（山村開発センター）

　　　　…老人ホーム・食堂・娯楽室・図

　　　　　書室・村民ホール・農林業技術

　　　　　研究室等

平面図の作成年：不明

　（改修工事に際して作成した平面図）

機能：1階（役場庁舎）

　　　…事務室・会議室・村長室・村民室・

　　　　公使室・等

　　　2階（役場庁舎）

　　　…会議室・大集会場・議場・議員

　　　　控室・相談室・図書室等

平面図の作成年：平成12年5月

機能：1階（役場庁舎）

　　　…事務室・接待室・村長室・村民室・

　　　　公使室・等

　　　2階（役場庁舎）

　　　…会議室・大会議室・議場・議員控

　　　　室・相談室等

様々な事柄と結びつきが強い川場村に関わるヒト・モノ・コトなど様々な事象と役場の機能を『雁行型』の執務構成

で絡めることで小規模庁舎建築のあり方とプログラムを模索する。

集約した公共機能や多目的室

を小さな中心（共有部）で繋

ぐことでお互いの活動が滲み

出し、協働や新たな繋がりを

生み出すきっかけになる。

小さな中心によって繋ぐ

1F

2F




